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今
年
は

今
年
は
1111
月月
99
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、
翠
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翠
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わ
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今
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体
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が
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が
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加
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晩
秋
の
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晩
秋
の
夜
空
を
焦
が
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ま
す
。
当

日
は
、
多
く
の
行
事
を
予
定
し
て

日
は
、
多
く
の
行
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

さ
い
。
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天
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天
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名
氏
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
後
、
須
賀

名
氏
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滅
ぼ
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、
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の
後
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川
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攻
撃
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よ
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考
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川
城
を
攻
撃
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よ
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考
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ま
し
た
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須
賀
川
城
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堂

ま
し
た
。
須
賀
川
城
主
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堂

氏
は
、
家
臣
や
町
民
に
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政
宗
と

氏
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家
臣
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町
民
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政
宗
と

最
後
ま
で
戦
う
こ
と
を
伝
え
、
家

最
後
ま
で
戦
う
こ
と
を
伝
え
、
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臣
た
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一
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団
結
し
て
政
宗
と

臣
た
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は
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致
団
結
し
て
政
宗
と

決
戦
す
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誓
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合
戦
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繰
り

決
戦
す
る
と
誓
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、
合
戦
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繰
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広
げ
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ま
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前
は
旧
暦
の

前
は
旧
暦
の
1010
月月
1010
日
に
行
わ
れ

日
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
新
暦
の

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
新
暦
の

1111
月
の
第
２
土
曜
日
に
五
老
山
で

月
の
第
２
土
曜
日
に
五
老
山
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
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い
ま
す
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「松明をもりたてる会」に聞く！「松明をもりたてる会」に聞く！
　　私たち「松明をもりた私たち「松明をもりた
てる会」は、高さ9m以てる会」は、高さ9m以
上もある「大松明」を製上もある「大松明」を製
作し、当日の運搬から作し、当日の運搬から
設置、点火までの運営設置、点火までの運営
を行っています。参加を行っています。参加
する担ぎ手の皆さんがする担ぎ手の皆さんが
けが無く安全に進行でけが無く安全に進行で
きるよう、これまでのきるよう、これまでの
反省を生かしながら進反省を生かしながら進
めています。めています。

　2カ月以上掛けて製作する松明が、一瞬にして燃　2カ月以上掛けて製作する松明が、一瞬にして燃
え尽きる圧巻の姿をぜひとも多くの人に見てもらいえ尽きる圧巻の姿をぜひとも多くの人に見てもらい
たいです。来場される人には、燃え盛る松明を通したいです。来場される人には、燃え盛る松明を通し
て迫力や熱だけでなく、先人たちから引き継いできて迫力や熱だけでなく、先人たちから引き継いでき
た鎮魂の思いなど、伝統行事としての「松明あかし」た鎮魂の思いなど、伝統行事としての「松明あかし」
も感じてほしいと思います。当日は、五老山の山頂も感じてほしいと思います。当日は、五老山の山頂
で皆さんをお待ちしています。で皆さんをお待ちしています。

　

各
団
体
や
企
業
が
製
作
し
た
、

胴
回
り
３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
６
～

８
メ
ー
ト
ル
の
松
明
で
す
。

　
本
松
明
は
、五
老
山
の
山
頂
に
、

前
日
ま
で
に
立
て
ら
れ
ま
す
。「
松

明
を
も
り
た
て
る
会
」が
製
作
し

た
大
松
明
の
点
火
を
皮
切
り
に
、

　
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
、
須
賀
川
信
用
金

庫
本
店
駐
車
場
、
翠
ヶ
丘
公
園
芝

生
広
場
で
、
松
明
あ
か
し
を
よ
り

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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も
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な
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フ
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松
明
あ
か
し
実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
交
流
課
内
）
（
88
）９
１
４
４

御
神
火
奉
受
式

　
直
径
10
センチ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
球

に
火
が
付
い
た
小
松
明
を
持
ち
、

五
老
山
の
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

小
松
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松
明
の
燃
え
盛
る
炎
と
と
も
に

力
強
く
会
場
全
体
に
響
く「
松
明

太
鼓
」。
当
日
は
、
五
老
山
西
側

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
さ
れ
ま

す
。
松
明
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏

と
、
松
明
の
炎
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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威
勢
の
良
い
若
衆
が
、
松
明
通

り
か
ら
五
老
山
ま
で
松
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を
担
い

で
練
り
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き
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。
到
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し
た
大

松
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は
、
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ぎ
手
に
よ
っ
て
山
頂

に
立
て
ら
れ
ま
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。
重
機
を
一
切

使
わ
ず
、
約
１
時
間
ほ
ど
掛
け
て

大
松
明
を
立
て
る
そ
の
光
景
に
、

観
衆
も
力
が
入
り
ま
す
。
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松
明
に
点
火
す
る
御
神
火
の
奉

揺れる小松明が幻想的な雰囲気を作り出します

　
暗
闇
の
中
、
揺
ら
れ
な
が
ら
運

ば
れ
て
ゆ
く
炎
が
、
数
珠
つ
な
ぎ

と
な
っ
て
静
か
に
流
れ
て
ゆ
く
様

子
は
、
松
明
の
激
し
く
燃
え
盛
る

光
景
と
は
対
照
的
に
、
夜
の
闇
を

幻
想
的
に
照
ら
し
出
し
ま
す
。

求む、屈強な男たち！
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の

　
　
担
ぎ
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！

　
　
担
ぎ
手
募
集
！

　
大
松
明
を
担
い
で
松
明
通
り
か

ら
五
老
山
ま
で
の
１
・
５
㌔
メ
ー

ト
ル
を
歩
き
、
山
頂
到
着
後
、
大

松
明
を
人
力
で
立
て
ま
す
。

日
時
　
11
月
９
日（
土
）　
午
後
１

時
30
分
～
6
時
15
分（
解
散
予
定
）

集
合
場
所　
上
北
町
集
会
所

参
加
要
件　
高
校
生
か
ら
40
歳
代

ま
で
の
健
康
な
男
性

申
込
期
限
　
10
月
11
日（
金
）

　
詳
し
く
は
、
松
明
あ
か
し
実
行

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
式
は
、
須
賀
川
城
主
・
二
階
堂

氏
を
祭
る
二
階
堂
神
社
で
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
ト
ー
チ
に
移
さ
れ
た

炎
は
、
御
神
火
隊
に
よ
っ
て
五
老

山
に
運
ば
れ
ま
す
。

▼
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

武
者
と
の
記
念
撮
影

▼
戦
国
鍋
・
松
明
ス
ー
プ
の
振
る

舞
い

▼
農
産
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

本
松
明

本
松
明
に
も
次
々
と
火
が
付
け
ら

れ
ま
す
。

▼
松
明
あ
か
し
史
跡
・
古
戦
場

ウ
ォ
ー
ク

▼
飲
食
コ
ー
ナ
ー

松明をもりたてる会松明をもりたてる会
　　会長 佐藤貴紀会長 佐藤貴紀  さんさん
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